
産業・労働・観光 

●今回の事故について 

Ｑ． 

 今回の事故は、新発田市にも多少なり責任があると思います、いくら規制をしていても、

行きたい人はいきます、観光課は、現在の山小屋(避難小屋)の現状をご存知ですか、小屋は

損傷が激しく、登山道は荒れ果て、かろうじて有志が草刈り風呂の土砂上げ掃除をしていま

す、ポンプや草刈り機を持ち込んで、活動をしています、釣り人や温泉を愛している人が沢

山居ます、それをわかってほしいです、人それぞれ趣味は多様です、湯の平は、北は北海道、

南は九州迄、ファンは沢山居ます、最低限の管理を望みます。 

市長の判断を期待しています。  

（令和 4年 7月受付） 

 

 

 

Ａ． 

今回発生した湯の平登山道における滑落死亡事故について、このような事故が発生したこ

とに心痛しており、心からご冥福をお祈り申し上げます。 

湯の平温泉及び登山道は、平成２９年７月に発生した林道法面の大規模な崩落により、登

山道を閉鎖いたしました。その後、林道の復旧は行われましたが、令和６年度末まで東北電

力㈱によるダム改修工事が行われることから、引き続き、登山道を閉鎖し、一般登山者の入

山規制をさせていただいております。 

このたびのお手紙を拝見いたしましたが、有志の方々により様々な整備をしていただいて

いるということを知り、まずは、そのお気持ちに感謝を申し上げますとともに、湯の平に思

いを寄せる方が全国にいることや、再開を心待ちにする多くの声が寄せられていることを踏

まえ、湯の平の魅力を改めて実感しております。 

しかしながら、当市といたしましては、登山者の生命を第一に考えており、登山道の安全

が確認できるまでは登山道を閉鎖させていただきますとともに、入山禁止や事故防止に関す

る注意喚起を引き続き徹底して参ります。それに伴い、閉鎖期間中の登山道の刈払い等につ

いては、当面の間行う予定はなく、有志の方々による整備についても、危険性を鑑み、控え

ていただくようお願いいたします。なお、ダム改修工事の完了のほか、登山道の安全性が確

認された暁には、山道や温泉、山小屋の整備を進めて参ります。 

湯の平温泉は当市の大切な観光資源の一つであることから、一日も早い再開を当市として

も望んでいるところでありますので、安全に通行できることが確認できるまでの間、もうし

ばらくのご辛抱を賜りますようお願い申し上げます。 

（令和 4年 7月 29日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


